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要   旨：    

コレステリルエステル転送タンパク（CETP）遺伝子は、HDLコレステロール

代謝に関与する。 

しかし、メタボリックシンドローム患者に対するこの遺伝子の影響および食事

との相互作用についてはほとんど知られていない。 

ここで、低脂肪食事と比較して地中海食事の摂取が、CETP遺伝子座で

rs3764261 SNPと相互作用をしてメタボリックシンドローム患者で脂質代謝を

変化させるかどうかを、我々は評価する。 

血漿の脂質濃度および rs3764261遺伝子型を、CORDIOPREV臨床試験

(NCT00924937)に参加したメタボリックシンドローム被験者 424人で測定した。 

遺伝子－食事相互作用を、１年間の食事介入〔地中海食事(脂肪 35％、１価不飽

和脂肪酸 22％) 対 低脂肪食事(脂肪 28％、１価不飽和脂肪酸 12％)〕後に解析し

た。 

rs3764261 SNPと食事パタ－ンとの間の有意な遺伝子－食事相互作用をHDL

コレステロール(P=0.006)およびトリグリセリド濃度(P=0.040)で我々は見出した。 

特に地中海食事介入の 12ヵ月後に、少ないT対立遺伝子(TT+TG)のキャリア

である被験者は、多い対立遺伝子ホモ接合(GG)の被験者と比較して高いHDLコ

レステロール濃度(P=0.021)および低いトリグリセリド(P=0.020)を示した。 

対照的に低脂肪介入群では、食事処置 12ヵ月後にCETP遺伝子型間で有意な

差は認められなかった。 

地中海食事はメタボリックシンドローム患者のCETP遺伝子座で rs3764261 

SNPとの相互作用による脂質代謝を引き起こす役割を演じる可能性があるとの

見解を、我々のデータが裏付ける。 

遺伝子－環境相互作用の複雑な性質のために、メタボリックシンドローム患者

における食事調節は個人別の取り組みを必要とすると思われる。 

 

キーワード： コレステリルエステル転送タンパク多型、冠動脈疾患、脂質代謝、地中海食事、 

メタボリックシンドローム、トリグリセリド 

 

http://clinicaltrials.gov/show/NCT00924937

